
目標

対象

日数 3日

時間 19:30

科　目　名 時間数

条例案作成プロセス 19:30

講師

実施科目

科　目　内　容 方　　法

・政策法務概論
・模擬パブリックコメントの実施
・解決手段を実現するための条例骨子作成

講　　義
演　　習

・条例の重要性と計画や政策との線引きの判断について学びがあった。
・実現したいこと、理念やあるべき姿をまず第一に固めることがプロセスの1番目と分かり良かった。
・模擬パブリックコメントを読むと、より細部まで現実的な想定を何パターンも考慮した上で、条例が作成される
必要があるとわかった。
・講師のサポートもあったが、ノウハウがほとんどない状態で条例案を作成するのは難しく感じた。

研修所メッセージ

・本研修は、法規担当向けの法制執務に関する研修ではなく、各部署における条例骨子案の作成手順を学ぶ実
践研修です。
・課題解決手段としての政策案を実現するために、立法目的、立法事実を明確にした上で条例の内容検討へと進
み、条例の骨子を作成するところまでをグループ演習により体験します。
・グループワークで、メンバー全員による活発な議論を実践し、グループの最適解を導くためにも、積極的な姿勢
で参加してください。
・条例の作成や改正、審査等において必要となる法制執務の基礎的知識を習得する内容については、「例規作成
実務科」で学ぶことができます。

参加した研修生の声

研修所講師

自治体経営研修

条例案作成プロセス

・所管課における条例案作成に関する知識の習得を図る。
・政策実現のために、法務を積極的に活用する能力の向上を図る。
・地域や組織に潜在する課題に対する解決手段を、条例を用いて具体化する能力の向上を図る。
・他団体職員との交流により、人的ネットワークの形成と、危機意識や改革意識の醸成を図る。

原則として在職５年以上かつ、政策提案・政策課題研究等の政策立案研修を受講した職員

研修日程 ７/９（木）～10（金）、８/７（金）


